
⽯油ストーブの誤給油にご注意ください！
加東消防署だより 令和4年1⽉1⽇〜11⽉31⽇までの出動状況

⽕災24件、救急1,890件、救助48件
問北はりま消防本部加東消防署  ☎42-0119 

問加東警察署 ☎42-0110

⽇時 1⽉27⽇㈮ 18時〜21時
場所 加東消防署2階 会議室
定員 20⼈程度 ※先着順
受講料 無料
申込⽤紙 北はりま消防本部ホームページ
申込⽅法 加東消防署救急係に持参
申込締切 1⽉17⽇㈫

1⽉普通救命講習会
 ⽯油ストーブや⽯油ファンヒーターの燃料は、みなさんご存じ
のとおり『灯油』です。しかし、携⾏⽸の取り違いなどでうっかりガ
ソリンや軽油を給油してしまうと、⾮常に危険です。
 ガソリン等を給油して点⽕すると、タンク内で気化して膨張し、
圧⼒が⾼まります。その結果、タンクが圧⼒に耐えられなくなって
ガソリン等が漏れ、炎上する危険性があります。さらに、カーテン
など周囲の可燃物に燃え移ると、初期消⽕は難しくなります。
 ⼤切な命や財産を守るため、給油する際は細⼼の注意を払うよ
うにしましょう。万が⼀、ガソリン等を給油してしまった場合は、
絶対に点⽕しないでください。

  ⼀般 1,500円、⾼校⽣以下 800円
  ※先着30名限定特別指定席あり

 「110番」は今すぐ警察官に駆けつけてもらいたい緊
急通報ダイヤルです。事件・事故にあった、または⾒たと
きは、110番に通報してください。

チケット予約は、電話でも
受け付けています。
施設の利⽤申込みも随時
受け付けています。

 1⽉12⽇㊍
 3⽉  9⽇㊍
  13時30分〜 ※約1時間程度

      200円
      (お菓⼦飲み物付き)
      60⼈
      ※先着順・予約制

     ディズニーメドレー、
     ルパン三世のテーマほか

開場 9時45分〜
開演 10時30分〜

加東警察署だより

③⽯油ストーブ
 「こぼれた灯油に引⽕」

②⽯油ファンヒーター
 「ガソリンの誤給油」

 県は、阪神淡路⼤震災の経験と教訓を継承するととも
に、いつまでも忘れることなく、安全で安⼼な社会づく
りを期する⽇として、1⽉17⽇を「ひょうご安全の⽇」に
定めています。今⼀度、災害への備えを⾒直しましょう。

□タンス等の⼤きな家具を固定しましょう。
□⾮常持出袋を準備しましょう。
□避難経路、避難場所、また家族や知⼈との連絡⽅法を
 確認しましょう。

 事件・事故かもしれない悪質
商法やストーカーなどの悩み事
や、警察への問い合わせは、警察
相談専⾨ダイヤル「#9110」にお
電話ください。

1⽉29⽇㊐ 
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